
人が主語になるが無意志動詞に近いため、「願望」「依頼」「勧誘」表現では使えない。

～が～を 心理動詞

～が～に 心理動詞

人間関係

その状況

対象と原因

に悩む

に驚く

に感動する

田中さんが

心理動詞

二格で表示される名詞が、
対象と原因の双方で解釈される。

ヲ格

二格とヲ格をとる

子どもたちがスポーツ選手を敬う。

子どもたちがプレゼントを喜ぶ。

子どもたちがプレゼントに喜ぶ。

子どもたちがスポーツ選手に憧れる。

～を喜ぶ ～を悩む ～を悲しむ ～を恥じる ～を苦しむ ～をためらう

～を諦める ～を悲しむ ～を疑う ～を敬う ～をしたう ～を心配する

～に喜ぶ ～に悩む ～に悲しむ ～に恥じる ～に苦しむ ～にためらう

～にあきれる ～に驚く ～に満足する ～に感動する ～に退屈する ～に安心する

～に焦る ～に憧れる ～に困る ～に疲れる ～に激怒する ～にイライラする

二格


